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西部地区ひとり暮らし老人交歓会（花見会）　

民
生
委
員
児
童
委
員
信
条

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人

愛
を
も
っ
て
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に

地
域
社
会
の
実
情
を
把
握

す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意

を
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生

活
上
の
相
談
に
応
じ
、
自

立
の
援
助
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ

て
の
人
々
と
協
力
し
、
明

朗
で
健
全
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に

公
正
を
旨
と
し
、
人
格
と

識
見
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

 
児 
童 
憲 
章

児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ

る
。

児
童
は
、
社
会
の
一
員
と
し

て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

児
童
は
、
よ
い
環
境
の
中
で

育
て
ら
れ
る
。
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こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
さ
ら
な
る

活
動
の
充
実
を
め
ざ
し
、
今
日
の
地
域
社
会
の
状
況
や
課
題
、
「
地
域

共
生
社
会
」
の
構
築
に
代
表
さ
れ
る
社
会
福
祉
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、

全
国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
民
児
協
関
係
者
が
共
通
し
て
掲

げ
る
も
の
と
し
て
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

全
国
の
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
４
，
６
０
０
通
を
超
え
る
応
募
作

の
な
か
で
、
「
地
域
共
生
社
会
」
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
人
び
と
の
支

え
合
い
、
ま
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
取
り
組
み
が
広
が
り
、
そ
し
て
つ
な
が
っ
て
い
く
な
か
で
、
誰
も
が

安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
実
現
で
き
る
と
い

う
、
地
域
で
の
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
意
識
し
よ
う
と
い

う
点
か
ら
、
本
作
品
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
支
え
あ
う  
住
み
よ
い
社
会  
地
域
か
ら
」

「
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に

　
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
が
決
定

　

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
に
関
す
る
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
定
し
ま
し

た
。

記念講演　ダニエル・カール氏

物故民生委員・児童委員に対し黙祷

参加者受付の様子

100 周年記念大会参加者の様子

　

平
成
29
年
度
は
、
民
生
委
員
制
度
の
創
設
か
ら
１
０
０
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
赤
穂
市
に
お
い
て
も
、
10

月
20

日
に
赤
穂
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
記
念
大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
多

く
の
先
輩
方
や
、
現
役
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域
福
祉
推
進
委

員
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
市
長
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
長
、
健
康
福
祉
部
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
２
部
で
は
タ
レ
ン
ト
の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
を
お
招
き

し
、
「
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
民
生
委
員
制
度
や
そ
の
活
動
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
民
生
委
員
制
度
を
社
会
に
対
し
て
広
く
情
報
発
信
す
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
制
度
創
設

　

１
０
０
周
年

　
　

記
念
大
会
を
開
催

赤穂市民生委員
児童委員協議会

会長  水野　亮

同
制
度
や
活
動
を

　
振
り
返
り
新
た
な
情
報
発
信
へ
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昨
年
は
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
で
し
た
。

　

１
、
過
去
の
民
生
委
員
活
動

を
振
り
返
り　

２
、
現
状
を
認

識
し　

３
、
将
来
の
民
生
委
員

活
動
に
向
け
て
、
志
を
新
た
に

必
要
な
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ

役
」
と
成
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
は
福

祉
活
動
を
よ
り
向
上
し
て
い
き

ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

児
童
福
祉
部
会

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
の
趣
旨

を
理
解
し
、
子
ど
も
の
成
長
と
発

達
を
支
援
す
る
事
が
社
会
全
体
の

責
任
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
行

動
し
て
い
き
ま
す
。

　

赤
穂
市
は
平
成
29
年
度
支
援
情

報
携
帯
サ
イ
ト
「
す
ま
い
る
キ
ッ

ズ
」
を
立
ち
上
げ
、
平
成
30
年
度

に
は
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
、
有
年
小
学
校
に
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
設
等
、
子

ど
も
達
の
為
の
環
境
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
の
連
携

を
円
滑
に
行
う
た
め
研
修
会
等
に

お
い
て
研
鑽
を
高
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

老
人
福
祉
部
会

　

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
、
ど
れ
ぐ

ら
い
の
高
齢
者
の
方
々
が
お
ら
れ

ま
す
か
？
地
域
内
で
は
、
高
齢
者

同
士
の
交
流
や
行
事
も
年
々
増
加

し
、
ふ
れ
あ
い
や
話
し
合
い
の
場

も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
為
に
も
老
人
に
関
す
る
話
し

合
い
の
場
や
行
事
に
関
係
す
る
各

団
体
と
連
携
し
て
高
齢
者
の
か
か

え
る
問
題
の
洗
い
だ
し
、
話
し
合

う
場
を
設
け
、
み
ん
な
で
研
鑽
す

る
機
会
を
設
け
て
い
き
、
地
域
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
養
護
老
人
施
設
見
学
や

部
委
員
の
親
睦
行
事
も
企
画
し
実

行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

広
報
部
会

　

民
児
協
は
市
民
の
皆
様
へ
地
域

福
祉
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
広

報
部
会
を
設
け
て
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
活

動
を
広
く
理
解
し
て
頂
く
た
め
に

事
業
を
行
い
ま
す
。

１
、
「
民
児
協
あ
こ
う
」
の
広
報

紙
を
春
（
５
月
）
、
秋
（
11

月
）

に
年
２
回
発
行
し
ま
す
。
発
行
し

た
「
民
児
協
あ
こ
う
」
は
市
民
や

関
係
機
関
に
配
布
し
ま
す
。

２
、
「
民
児
協
だ
よ
り
」
を
月
１

回
発
行
し
、
地
域
福
祉
活
動
や
研

修
会
の
内
容
を
委
員
相
互
で
情
報

共
有
す
る
た
め
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
地
域
福
祉
推
進
委
員
に
配

布
し
ま
す
。

３
、
民
生
委
員
は
専
門
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
福
祉
力
で

対
応
し
、
高
齢
者
や
子
ど
も
が
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「乳児」はしっかり「肌」を離すな！

「幼児」は肌を離せ「手」を離すな！

「少年」は手を離せ「眼」を離すな！

「青年」は眼を離せ「心」を離すな！

　赤ちゃんは出生と同時に外界にさ

らされ不安になります。その心の安

定を保つためにも、乳児期は肌と肌

を触れ合わせることが大切です。幼

児期は乳離れをするが一気に離すの

ではなく常に親がそばにいることで、

「心配しなくてもいいよ」と安心感

を与えることが大切です。少年期は

友達との付き合いによって社会性が

育つ時期なので、ここでは手を離し、

活動範囲を広げてやることが大切で

す。中学生からは青年期を迎えます。

親から自立していくために生きがい

や進路を見つけようと迷い、挫折し、

新しい希望を抱く時期です。大切な

のは、「自立していこうとする子ども

の気持ち」を支え、必要な時に頼れ

る存在であるという「安心感」を与

え続けることが親としての務めのよ

うです。

　愛情の注ぎ方は、子どもの成長と

ともに形を変えていかねばならない

のでしょう。

『子育て四訓』ご存じですか？

子育て
ワンポ

イント

アドバ
イス　

主任児
童委員

　
28

部会
の

抱負

障
が
い
者
福
祉
部
会

　

今
日
の
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
、
核
家

族
化
、
人
口
減
少
、
地
域
の
繋
が
り
の
希

薄
化
な
ど
、
生
活
、
福
祉
課
題
と
も
に
多

様
化
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
無
縁
社
会

を
問
い
直
し
、
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
た

共
に
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
が
一
段

と
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な

背
景
か
ら
平
成
30
年
度
障
が
い
者
福
祉
部

会
の
方
針
を
次
に
掲
げ
ま
し
た
。

①
障
が
い
の
あ
る
方
と
交
流
や
体
験
を
通

し
て
理
解
を
深
め
、
配
慮
の
あ
る
接
し

方
を
学
ぶ
。

②
障
が
い
者
に
繰
り
返
さ
れ
る
偏
見
・
差

別
・
虐
待
を
問
い
直
す
。

③
専
門
講
師
に
よ
る
講
習
、
各
種
団
体
、

施
設
と
の
交
流
で
障
が
い
者
福
祉
の
基

本
理
念
の
習
得
に
務
め
る
。

④
障
が
い
者
福
祉
は
、
真
摯
な
姿
勢
と
謙

虚
な
心
で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。


